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しっぽもひと役 
 

 【学校教育目標】やさしさと思いやりで，笑顔がいっぱい 

                    ～本物の笑顔あふれる山里小～ 

長崎市立山里小学校 校長 山﨑直人 

 

野外宿泊学習で成長した５年生 

 １０月５～６日、５年生は野外宿泊学習へ行

きました。日吉自然の家での１泊２日の体験学

習です。２日間ともに、絶好の秋晴れに恵まれ

て充実した活動を行うことができました。 

 入所式の後、「スコアオリエンテーリング」

に出発しました。グループに分かれて地図を見

ながらポイントを探す活動です。どのコースで

回るか、昼食はいつどこで摂るかなど仲間と相

談して決めました。 

 午後からの「すり身作り体験」は長崎の恵み

や食文化を味わうことのできる活動です。魚裁

き体験から試食まで満喫しました。 

 夜は１日を振り返り、「チームチャレンジ」

で仲間と協力して活動する楽しさを実感しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 ２日目は「トレッキング」です。細くて急な

山道が続く中を、仲間と楽しく語らいながら歩

きました。山頂の金比羅岳広場では「チームチ

ャレンジ」で班の仲間とのつながりを確かめ、

達成感に満ちた表情で弁当を食べていました。 

 

 「君のためにできることが、私にあるかな」

というテーマで取り組んできた５年生でした。

２学期のスタートから１か月に渡りチーム力

を高めてきた成果が十分に発揮できたようで

す。今後の学校生活に生かしてくれるでしょう。 

「平和は山里から」～平和ウォークの充実～ 

 １０月２５日は「平和ウォーク」を行いまし

た。「平和は山里から」というメッセージを具

体的な形に表すための本校の伝統的な学習で

す。６年生が１～５年生までを連れて被爆遺構

を巡り案内します。 

 ６年生は７月から平和ウォークのための学

習を続けてきました。またこれまで５年間学ん

できた平和学習の集大成でもあります。 

指導してくださったのは、４名の平和案内人

の方々です。毎回懇切丁寧に指導してください

ました。これまでは説明原稿を書いてしっかり

覚えて発表するという形が多かったのですが、

今年は原稿ではなくメモにしました。メモを見

ながら「自分の言葉で語る」のです。メモが必

要ない子もいました。４名の平和案内人の方々

も感心するほどの出来栄えでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１年生から５年生は、そんな６年生の平和への

思いや願いを受け取る側です。平和のバトンを

しっかりと受け継いで、「平和は山里から」の

実現に向けて、さらに意識を高めてほしいと願

っています。たくさんの保護者の皆さまにもお

手伝いをいただきました。感謝いたします。 


